
第２回ミニカーの在り方に関する検討会 

議事概要 

 

１ 開催概要 

(1) 開催日時 

令和８年６月８日（火）午後１時 30分から午後３時 00分まで 

(2) 開催方法 

合同庁舎２号館 16階警察庁会議室（オンライン併用） 

(3) 出席者 

＜有識者委員＞（敬称略・五十音順） 

岩貞るみこ 自動車ジャーナリスト 

河合 英直 自動車技術総合機構交通安全環境研究所 自動車安全研究部 部長  

久保田 尚 埼玉大学 名誉教授 

星 周一郎 東京都立大学 法学部 教授 

＜オブザーバー＞（五十音順） 

一般財団法人日本自動車研究所 

一般社団法人 NNCモビリティ 

一般社団法人電気自動車普及協会 

自動車安全運転センター 

ダイハツ工業株式会社 

トヨタ自動車株式会社 

トヨタ車体株式会社 

Lean Mobility株式会社 

＜関係省庁＞ 

経済産業省製造産業局自動車課 

国土交通省物流・自動車局車両基準・国際課 

＜事務局＞ 

警察庁交通局交通企画課 

 

２ 開催結果 

(1) 開会 

事務局より開会を宣言し、検討会構成員を紹介した。 

(2) 議事 

ア 関係団体ヒアリング 

Lean Mobility株式会社、一般社団法人電気自動車普及協会及び一般社

団法人 NNCモビリティ（説明順）から資料に基づいた説明が行われた。 



イ 事務局説明 

事務局から、説明資料に基づき、ミニカーが関係する交通事故の発生状

況について説明を行った。 

ウ 自由討議 

関係団体からのヒアリング及び事務局からの説明を行った後、自由討議

が行われた。討議の概要は次のとおり。 

○ 関係団体からのヒアリング内容を踏まえ、本検討会においては、事務

局の説明資料における「乗用車タイプ1」の乗車定員を１名から２名に増

やすことが可能かについて検討することとするのが良いと考える。 

○ 乗車定員を増やすことの適否の検討に当たっては、車両の被害性と加

害性の観点から、安全性についてしっかりと検討することが必要である。  

○ ミニカーに関係する交通事故の発生状況について、事故時の周辺環境

や人身損傷部位等、もう少し詳細なデータがあれば、具体的な事故形態

が見えてくるのではないか。 

○ 今回のヒアリングでは、客観的なデータが十分得られたとはいえない

ので、実証実験を行うなどして、客観的なデータを揃えることが必要な

のではないか。 

 

（以 上） 

 

1「三輪又は四輪」、「またがり式座席以外」及び「側面が構造上解放されている車室あり又は側

面が構造上解放されていない車室あり」のミニカーを指す（資料５「ミニカーが関係する交

通事故の発生状況について」より）。 


